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ੴ઒ݝ೶ྛ૯߹ڀݚηϯλʔ
ҭछ࠿ഓڀݚ෦

Ӊ໺　࢙ੜ

͸͡Ίʹ

米価下མや୲いख農Ո΁の農地ूੵ
からਫҴ栽培のলྗ・低コスト化の
ॏ要性が増している。こうしたഎܠ
を;·えলྗ・低コスト化ٕज़とし
てີබ（Ϡンマーࣜגձࣾ 
 ঎ඪొ࿥
ୈ ���43�� ߸）Ҡ植栽培ٕज़が開発
され，ීٴしている。ີබҠ植栽培ٕ
ज़は育බശ౰たりס໮ࢉ׵で 2�0 ʙ
300 H を೻種・育බすることで（ਤ
�1），୯Ґ໘ੵ౰たりの育බശ使用ຕ
数を 1 ／ 2 ʙ 1 ／ 3 に࡟減でき，೻
種からҠ植·での࿑ྗや生࢈コストを
。減できる࡟

๺཮地域のҴ作では育බശ౰たりס
૩໮ࢉ׵で 120H ఔ度の種子を೻種す
るബ೻きが進められ，݈බ育成による
ྑ質米生࢈が進められてきた（খౡ 
200�）。ബ೻きはබの草ৎ౰たりのס
物ॏを増加させることに加え，Ҡ植時
のג౰たりබ数を 4 ຊఔ度とదਖ਼に
するࡉ植えを促し，強੎な下Ґ分͛つ
の発生を通͡て収量・඼質の҆定化に

える。ີබはこのബݴしてきたとݙߩ
೻きとは逆行する೻種量を増やすٕज़
であり，බはࡉく，草ৎ౰たりのס
物ॏがখさくなる（ਤ �2，3）。そこ
で，このີබでも育බശ使用ຕ数࡟減
によるメリットを生かしながらബ೻き
のබにྼらない収量を得るための栽培
方法とࡉ植えを可能にするҠ植ػの開
発に͚޲，農事組合法ਓアグリスター
オφガ，ࣜגձࣾͿった農࢈，ੴ઒ݝ
農ྛ૯合研究ηンター，Ϡンマーג
ࣜձࣾの 4 ऀによる共同研究に 2013
年からऔり組んͩ。201� 年にઐ用
のҠ植ػおよびີබキットがൢചさ
れ，201� 年にはੴ઒ݝでਫҴ作෇໘

ੵの �ˋに૬౰する 1
240ha ·でී
農ྛ૯合事຿ॴௐݝしている（ੴ઒ٴ
΂）。·た༷々な地域・඼種で׳行බ
とଝ৭無い収量が得られている （ᖒຊ
ら 201�a）。

ີබҠ২࠿ഓの؅ཧ

(1) ೻छ࡞業

ີබの೻種作ۀは，ઐ用の೻種ػを
用いて行う。ס໮ࢉ׵で 2�0 ʙ 300H
を೻種できる೻種ػはີබクイックマ
ニュアル Wer2 （Ϡンマーアグリࣜג
ձࣾ 201�） にも঺հされている。ີ
බはૡきऔり໘ੵをڱくしていること
から，育බശ内に೻種のムラがあると，
࿈ଓ欠גにつながりやすい。特に種໮
の芽や根が৳びす͗た場合に೻種ػが
٧·って೻種ムラが生͡るのでϋトڳ
ঢ়ଶで೻種する（ਤ �4
�）。

೻種を開始するલに೻種量を確認す
る。ྫえ͹ס໮ࢉ׵で育බശ౰たり
300H ೻種する場合，୤ਫ௚後の࠵芽
໮はॏ量が 1�2� ʙ 1�30 倍に増加す
るので，37� ʙ 3�0H ఔ度を೻種する
ことになる。চ土は 1�� ʙ 2�0cm ఔ
度とし，׳行බよりも೻種量がଟい
分 0�2cm ఔ度減らすとよい。෴土は
行බと同ఔ度とする。出芽は加Թ出׳
芽および無加Թ出芽のどͪらも׳行
බと同༷の方法で実施できる（தଜら 
201�� ਤ ��）。ฏஔきで出芽する場合
は׳行බにൺ΂て෴土の持্ͪがりが
こりやすいので，著しい場合は΄うى
きでശ内に෷いམとした後，ᕲਫする。

ੴ઒ݝʹ͓͚ΔਫҴの
ີබҠ২࠿ഓٕज़のݱঢ়ͱ
のਐలػΑͼҠ২͓گঢ়ٴී
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(�) ҭබ؅ཧ

Ϗニルϋウス内で育බした場合，ີ
බは׳行බにൺ΂て出芽後 10 ೔ఔ度
から葉ྸのల開が؇やかとなり，3�0
葉（不完全葉を 1 葉とする）ఔ度で
ఀ଺し，その後育බをଓ͚ても 4 葉
は完全に抽出しないという特௃があ
る（Ҵ࡚ら 2017� ᖒຊら 201�b�ࣉ 
࡚・໺ଜ 201�）。·た出芽後の育බ
期間が 3 ि間ఔ度経աしたබは，Ҡ
植後の出葉速度が低下すること（Ҵ
࡚ら 2017）や，ॳ期分͛つの発生が
গなくなること（Ӊ໺ら 201�a�࡚ࣉ 
ら 201�）が報告されている。Ұ方，
育බ期間のԹ度が低Թ（೔ฏۉ気Թ
が 1�ˆ以下）であった場合，出芽後
の育බ期間を 4 ि間ఔ度とした場合
でも生育ॳ期の分͛つ発生がগなくな
らない場合もあることや，こうした低
Թ条件では 2 ि間ではබのマット強
度が確อできない場合もある（Ӊ໺
ら 201�a）。こうしたことを૯合的に
൑அすると，育බ期間のฏۉ気Թが
1�ˆఔ度以下の低Թ条件で育බする
場合（ੴ઒ݝでは � ্݄०Ҡ植の場合）

は出芽後の育බ期間を 3 ि間ఔ度とし，
育බ期間のฏۉ気Թが 1�ˆを্ճる場
合（ੴ઒ݝでは � ݄த०Ҡ植の場合）
は育බ期間を 2 ि間とすることで，බ
のマット強度を確อしつつҠ植後のॳ
期生育を確อできると考えられる。

໨ඪとするබの草ৎは 13cm ఔ度
である。බは୹くても௕くても植え෇
͚࢟੎のѱ化から欠גをটきやすくな
る（ਤ �7）。·た，େ区ը΄場ではా
໘の高低ࠩからබが୹いとබがਫ຅
するݥة性がある。植え෇͚ਂ 3cm，
ਫਂ 3cm，圃場の高低ࠩ �cm を合計
した 12cm 以্がਫ຅しないための
බৎの໨҆となる。育බ期間が低Թで
経աする場合やබの草ৎが୹くなりや
すい඼種はः೤・อԹ性の被෴ࡐࢿを
྘化後最େ 3 ೔間΂たが͚すること
でබの草ৎを確อしやすい（தଜら 
201�）。ः೤・อԹ性の被෴ࡐࢿは೔
ຊピアレスフィルムࣜגۀ޻ձࣾのピ
アレスフィルム 5S タイプ内ு用や౦
᠒ࣜג࢈ڵձࣾのトーカン΄なみでබ
の高Թো害を防͗ながらබを৳௕でき
ることを確認している。ः೤性のࡐࢿ
ではあるが，΂たが͚தにϏニルϋウ
ス内のԹ度が 3�ˆを௒えると高Թো
害をটく可能性があるので留ҙする 

（தా・Ӊ໺ 201�）。

(�) Ҡ২

ઐ用のҠ植ػを用いて׳行බと同
༷にג౰たり 4 ຊఔ度，植え෇͚ਂ 2
ʙ 3cm となるようにҠ植する。ີබ

を精度よくҠ植できるϠンマーアグリ
ػձࣾのҠ植ࣜג Y3% シリーζは植
෇௺やレールऔりޱの෯がैདྷのҠ植
くなっており，育බശからখڱよりػ
໘ੵૡきऔることで，ුきබ，欠גの
গない植え෇͚ができる（Ϡンマーア
グリࣜגձࣾ 201�）。ैདྷػにൺ΂
௺の෯は 13mm から 10mm に，බ
せ୆のԣૹりճ数を最େࡌ 2� ճか
ら 30 ճに，ॎऔり量の範ғは � ʙ
17mm から � ʙ 10mm となっている

（ᖒຊ・Ҵଜ 2020）。 
Ҡ植時の土壌はබが౗れず，植え݀

がຒめ໭るఔ度のߗさがよく，ਫਂは
ઙい΄どුきබが発生しにくく，མਫ
ঢ়ଶが๬·しい。30a 区ըであれ͹，
後ޕ，લதのҠ植はલ೔༦方にམਫޕ
のҠ植はேにམਫするとҠ植にదした
΄場のঢ়ଶとなる。ג౰たり植え෇͚
ຊ数をগなくすると欠ג཰が高くなる
ので஫ҙし，欠גは �ˋ以下を໨ඪと
する。たͩし，ᖒຊら（201�a）が全
国 342 経Ӧ体で実施した実証栽培で
欠גがଟいとճ౴しても減収が認めら
れないこと，3 ࿈ଓで欠גした場合（周
ғגをؚめて 20ˋ欠גに૬౰する）
の減収ఔ度は � ʙ 7ˋఔ度に留·るこ
と（Ӊ໺ら 2020）౳から，جຊ的に
ิ植は不要とݴえる。

(�) 除草ࡎのࢄ෍

ີබでも׳行බと同༷にҠ植同時の
除草ࢄࡎ෍が可能である。ີබは׳行

図 -�　ϋトڳঢ়ଶ 図 -5　ժ͕৳ͼա͗たछࢠ
೻छ࣌ʹから·Γ，೻छϜラ͕ੜ͡΍͘͢，
೻छྔ͕গͳ͘ͳͬた෦෼はҠ২࣌ʹ࿈ଓܽ
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බにൺ΂，草ৎ౰たりのס物ॏがখさ
いこと，葉ྸがएいことから除草ࡎの
薬害がىこりやすいබとݴえる。これ
·でϙット試験においてਫਂと植え෇
͚ਂをదਖ਼にอつことで，ॳத期Ұ
発処理除草ࡎをҠ植同時処理しても
ີබは׳行බと同༷に生育抑制をड
͚ないことを確認した（ਤ ��ʀӉ໺
ら 201�b）。 · た，2014 ʙ 201� 年
に実施した現地実証の΂ �3 地఺にお
いて΄とんどの実証地でҠ植同時でॳ
期ࡎ·たはҰ発処理除草ࡎをࢄ෍した
が，薬害঱ঢ়はみとめられていない。
Ұ方で，࠭壌土で׳行බにൺ΂てॳ
期生育抑制が認められた事ྫ（࡚ࣉら 
2020）が報告されていること，׳行
බよりも薬害をड͚やすいබのܗ質で
あることから，׳行බよりも植え෇͚
ਂ，ਫਂをదਖ਼にすることに加え，ҟ
なる土壌や気象条件において薬害のى
こりにくい除草ࡎの情報を஝ੵしてい
く必要がある。

(5) ප֐஬防除

育බശ施薬ࡎを使用する際，ີබ
は׳行බにൺ΂てබ౰たりおよび 10 
a ౰たりの施薬量がগなくなる。これ
は育බശ施薬ࡎのద用内༰に「育බശ

（30º�0º3cm，使用土壌໿ �L） 1 ശ
౰たり �0H」౳と育බശ౰たりのࢄ
෍量が定められているのに対し，ີබ

は׳行බにൺ΂育බശ౰たりのබຊ数
がଟく，10a ౰たりの育බശ使用ຕ数
がগなくなるためである。そのため，
これ·でに׳行බにൺ΂て害虫に対す
る防除価が低下した事ྫが報告されて
いる （৽ࢁ・進౻ 201�）。こうした
ことをഎܠに育බശ౰たりの೻種量に
かかわらず，බ౰たり，10a ౰たりの
施薬量をҰ定にするҠ植ػにऔり෇͚
可能なଆ条施薬ػが開発され，ଆ条施
薬のొ࿥がある農薬が増えてきてい
る。ଆ条施薬はҠ植と同時に施肥ߔに
施薬するٕज़であり，育බശ使用ຕ数
や栽植ີ度にかかわらずҰ定量 （ྫえ
͹ 1LH/10a）を施薬できる（ਤ ��）。

(�) Ҡ২ޙの生ҭのಛ௃ͱ؅ཧ

Ҡ植後のີබは׳行බよりもখさく
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(�) ີබҠ২࠿ഓの՝୊ࠀ෰ʹ
͚ͯ޲

ີබはҠ植ద期が୹いことから特
にେن໛経Ӧでは೻種作ۀをසൟに行
わないと，බの࿝化をটく。බの࿝化
を防͙ためのٕज़としてබശのஷଂٕ
ज़（ᜊ౻ 201�）と加Թ出芽と無加Թ
出芽を組み合わせるٕज़がある（ੴ઒
農ྛ૯合研究ηンター 201�）。බのݝ
ஷଂٕज़は೻種作ۀをҰ度にू໿し，
加Թせずにஷଂし，作ۀ進௙に合わせ
て加Թ出芽させるٕज़であり，೔ੵࢉ
Թ度 200ˆ·でஷଂが可能である（ᜊ
౻ 201�）。加Թ出芽と無加Թ出芽を組
み合わせるٕज़は，同͡く೻種作ۀを
Ұ度にू໿し，作ۀ༧定に合わせて加
Թ·たは無加Թで出芽させるٕज़であ
る。無加Թ出芽する場ॴはϏニルϋウ
スと࿐地とを組み合わせることでさら
に出芽時間にࠩをઃ͚ることができる

（ੴ઒ݝ農ྛ૯合研究ηンター 201�）。
·た，ີබはҠ植時のබิ給は減ら

せるが，ଆ条施肥を行う場合，肥料ิ
給のためにҠ植作ۀをதஅする必要が
ある。この施肥量を減らすことができ
れ͹ 1 ೔でҠ植できる໘ੵはさらに
֦େする。ਫҴのج肥肥料はҰ般的に
窒素・リンࢎ・加ཬをؚΉが，リンࢎ，
加ཬは土壌தに必要量があれ͹ຖ年施

肥しなくてもҴが必要量をٵ収でき
る。そのため，リンࢎ・加ཬを 3 年
分施肥し，Ҡ植時に窒素のみを施肥す
ることで，窒素ೱ度の高い肥料が使用
でき，Ҡ植時の施肥量を減らすことが
できる（Ӊ໺ら 201�）。ີබでもਫ
Ҵ育බശ全量ج肥栽培の検౼が進めら
れており（高ڮら 2020），බശに施
肥することができれ͹作ۀ時間はかな
り୹ॖできる可能性がある。
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